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化を伴ってアリール基とアロイル基がアルキンにし 2-付加するアロイルアリール化が進行し，対応する α ， ｭﾟ
不飽和ケトンが得られることを示している o
第 3 章では， 2 位にヒドロキシル基を有する芳香族アルデヒド，すなわちサリチルアルデヒド類とアルキンとの反
応について検討を行ったところ，アルデヒドの C-H結合の開裂を伴ってアルキンのヒドロアシル化が極めて効率よ






















アリール化反応が進行し，対応する α ， ß-不飽和ケトンが得られることを見い出している。
(5) 2 位にヒドロキシル基を有する芳香族アルデヒド，すなわちサリチルアルデヒド類とアルキンとの反応において，
アルデヒドの C-H結合の開裂を伴ってアルキンのヒドロアシル化反応が極めて効率よく進行し，種々生理活性
物質の合成中間体として有用な 2- アルケノイルフェノール類を高収率で与えることを見い出している。
以上のように，本論文はロジウム触媒反応に対する様々な検討を行い，合成化学的観点から非常に有用ないくつか
の新規反応の開発に成功している o その成果は，有機合成化学および有機金属化学の発展に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
nHυ 
